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当
館
の
使
命
は
、
郷
土
埼
玉
に
関
す
る
歴
史
的
・
文
化
的
に
価
値
あ
る
行
政
文
書
、
古
文
書
、
地
図
な
ど
の
記
憶
資
料
を
収
集
整
理
し
、
県
民
の
共
有
財
産
と
し
て
大
切

に
保
存
す
る
と
と
も
に
、
活
用
し
な
が
ら
後
世
に
確
実
に
伝
え
て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
当
館
で
は
そ
れ
ら
記
録
資
料
の
収
集
、
整
理
、
保
存
、
活
用
に
関

す
る
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
新
た
な
る
知
見
の
ほ
か
、
職
員
の
日
頃
の
調
査
研
究
の
成
果
を
紀
要
に
ま
と
め
、
こ
れ
ま

で
公
刊
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

第
三
十
八
号
と
な
る
本
号
に
も
、
様
々
な
視
点
か
ら
行
っ
た
調
査
研
究
の
成
果
を
収
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
岩
田
系
図
諸
本
の
比
較
分
析
、
正
保

武
蔵
国
絵
図
の
基
礎
的
考
察
、
国
学
者
井
上
喜
文
の
『
紫
式
部
日
記
傍
注
』
書
入
れ
と
「
紫
式
部
日
記
抜
書
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
、
埼
玉
県
立
文
書
館
収
蔵
史
料
か
ら
み

る
埼
玉
の
温
泉
利
用
の
諸
相
、
埼
玉
県
立
文
書
館
収
蔵
「
絵
ば
な
し
」
研
究
会
関
連
資
料
と
埼
玉
県
立
久
喜
図
書
館
所
蔵
『
ヨ
イ
コ
ノ
カ
ク
ゴ
』
か
ら
、
埼
玉
県
の
歴
史
公

文
書
に
お
け
る
制
度
的
課
題
に
関
す
る
も
の
で
す
。
い
ず
れ
も
文
書
館
職
員
の
職
員
と
し
て
求
め
ら
れ
る
専
門
性
に
基
づ
い
た
研
究
成
果
と
い
え
ま
す
。
本
誌
が
今
後
の
文

書
館
事
業
の
基
礎
資
料
と
な
り
、
さ
ら
に
広
く
県
民
の
皆
様
に
利
用
さ
れ
、
県
民
文
化
の
向
上
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

ま
た
、
今
後
と
も
益
々
調
査
研
究
活
動
を
充
実
さ
せ
、
そ
の
成
果
を
広
く
事
業
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
御
支
援
・
御
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  
 

令
和
七
年
三
月 
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